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光学材料の屈折率や分散特性を正確に評価することは多くの応用において重要である。これま

で我々はデュアルコム分光法を用いた光学材料の光学特性評価や異方性結晶の複屈折評価法の開

発を行ってきた[1]。更なる精度向上と対象の拡大を目指し、本研究では、群屈折率と群速度分散

(GVD)特性の測定に応用し、その適用性を評価した。  

図1(a) に本研究で構築したデュアルコム分光法に基づく実験系[2]を示す。測定試料には、光

通信などで広く用いられ、特性のよく知られた合成石英を用いた。図1(b), 1(c)に本実験で得られ

た合成石英の群屈折率ngスペクトル及び分散パラメータDの波長依存性を示す。本データは、実

験で得られた位相スペクトルを多項式近似し、角周波数で微分することによって取得した1

次微分係数および2次微分係数と試料の厚みdの測定値（測定精度：1 m）を用いてそれぞれ

導出した。既知のセルマイヤー方程式と比較した結果、群屈折率ngに関しては10-4オーダー、分

散パラメータDに関しては10-1オーダーで一致しており、本手法によって、群屈折率特性が広帯

域にわたり直接測定できることが示された。測定系を筐体保護して環境揺らぎを低減化させるこ

とで更なる精度向上が期待される。 
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図1.(a)固体試料評価のためのデュアルコム分光測定系
(b)合成石英の群屈折率スペクトル（赤：実験結果、青：セルマイヤー方程式）
(c)合成石英の分散の波長依存性（赤：実験結果、青：セルマイヤー方程式）
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